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も物蒙撫魂

年
頭
ご
あ
い
さ
つ

∵
擬

関川水系土地改良区

　　理事長
　太田　三男

　
6
，
1
4
1
名
の
組
合
員
の
皆
様
、
新

年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
過
ぎ
る
昨
年
は
、
関
川
水
系
土
地
改
良

区
と
し
ま
し
て
歴
史
に
残
る
大
合
併
を
成

し
遂
げ
、
県
内
第
2
位
の
面
積
を
持
つ
組

織
と
し
て
船
出
を
い
た
し
、
大
過
な
く
1

年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
一
重

に
組
合
員
各
位
の
深
い
御
理
解
あ
っ
た
れ

ば
こ
そ
と
衷
心
よ
り
厚
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
わ
が
国
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
取

り
巻
く
状
況
は
誠
に
厳
し
い
中
、
戦
後
最

大
の
農
政
改
革
の
元
に
、
農
地
・
水
・
環

境
保
全
向
上
対
策
や
品
目
横
断
的
経
営
安

定
対
策
の
政
策
に
、
当
地
域
も
積
極
的
に

参
加
さ
れ
、
県
内
で
も
そ
の
実
績
た
る
や

県
全
域
で
8
4
0
組
織
が
参
加
さ
れ
、
上

越
市
は
そ
の
う
ち
の
1
7
5
組
織
で
全
体

の
2
0
％
を
占
め
、
そ
の
成
績
が
高
く
評
価

さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
改
め
て
深
く
感
謝

い
た
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

関
川
水
系
土
地
改
良
区
理
事
長
　
太
田
　
三
男

　
し
か
し
、
昨
年
の
稲
作
農
業
は
、
仮
渡

金
の
大
幅
な
引
下
げ
や
米
価
の
低
価
格
化

に
伴
い
、
極
め
て
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
一
方
、
世
界
に
目
を
転
じ
る

に
関
税
ル
ー
ト
は
現
在
W
T
O
で
協
議
さ

れ
て
い
る
状
況
を
見
守
る
中
、
　
「
米
」
な

ど
は
重
要
品
目
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る

も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
農
業
に
軸
足
を
置
い
て
い
る
土
地
改
良

区
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
右
肩
下
が
り
の

現
状
を
踏
ま
え
、
現
行
の
2
，
7
0
0
円

の
経
常
賦
課
金
は
、
現
状
と
し
て
増
額
す

る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
ま
す
が
、
仮
に

で
も
そ
れ
の
影
響
で
未
納
者
が
な
い
こ
と

を
祈
る
今
日
こ
の
頃
で
あ
り
ま
す
。

　
長
引
く
財
政
ひ
つ
迫
の
中
で
す
が
、
現

在
進
行
中
の
担
い
手
育
成
基
盤
整
備
事
業

も
、
県
当
局
の
御
配
慮
に
よ
り
、
昨
年
度

は
対
前
年
比
1
0
2
％
と
近
年
に
は
ま
れ

な
伸
び
率
で
し
た
。
当
改
良
区
と
い
た
し

ま
し
て
も
、
高
率
な
事
業
展
開
を
目
指
し
、

国
・
県
へ
の
要
望
・
陳
情
を
重
ね
て
お
る

と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、
財
政
難
の
折
、

完
成
ま
で
に
は
今
少
々
お
待
ち
願
い
た
い

と
の
回
答
で
あ
り
ま
す
。
付
け
加
え
れ
ば
、

担
い
手
育
成
、
農
地
集
積
の
成
果
率
、
そ

し
て
前
述
の
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上

対
策
の
参
加
率
も
予
算
配
分
に
カ
ウ
ン
ト

さ
れ
る
と
の
こ
と
を
御
理
解
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
更
に
、
面
工
事
完
了
後
5
年
経
過
し
た

と
こ
ろ
が
ら
暗
渠
排
水
も
ス
ラ
イ
ド
し
て

施
工
す
る
よ
う
な
体
制
で
進
め
経
済
効
果

を
示
す
べ
き
と
の
新
た
な
方
針
を
打
ち
出

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
大
き
な
受
益
の
あ

る
工
区
で
は
、
安
易
に
条
件
を
飲
む
こ
と

に
つ
い
て
は
慎
重
に
構
え
な
く
て
は
な
ら

ず
、
い
ず
れ
に
し
て
も
1
年
も
早
く
事
業

が
完
了
す
る
こ
と
が
当
改
良
区
の
最
大
の

願
い
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
3
2
0
年
来
の
慣
行
の
無
出
金
区

（
客
水
）
の
賦
課
金
で
あ
り
ま
す
が
、
1
2

月
末
で
の
納
入
率
は
5
3
％
と
な
り
、
過
半

数
の
関
係
組
合
員
の
皆
さ
ん
か
ら
御
理
解

を
頂
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
改
め
て
紙
面
を

も
っ
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
、
3
月
末
ま
で
に
で
き
る
だ
け
話

合
い
の
場
を
鋭
意
も
た
せ
て
い
た
だ
き
、

願
わ
く
ば
全
員
の
関
係
者
の
御
理
解
を
賜

り
た
く
切
望
い
た
す
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

権
利
と
義
務
は
表
裏
一
体
で
あ
っ
て
、
当

改
良
区
と
し
て
も
事
務
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
当
該
地
区
か
ら
は

総
代
・
役
員
を
選
出
し
て
い
た
だ
き
、
改

良
区
の
運
営
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
重
ね
て
申
し
上
げ
ま
す
が
、
関
川
か
ら

用
水
路
を
切
り
開
い
た
当
時
、
客
水
地
区

を
通
過
さ
せ
て
も
ら
う
た
め
の
権
利
分
は

尊
重
し
た
賦
課
単
価
で
あ
り
、
維
持
管
理

に
つ
い
て
も
責
任
を
も
っ
て
管
理
し
、
全

域
平
等
な
扱
い
に
す
る
と
い
う
基
本
的
理

念
は
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
胆
大

小
心
（
た
ん
だ
い
し
ょ
う
し
ん
）
に
し
て

実
施
す
る
こ
と
を
お
誓
い
い
た
し
ま
す
。

　
さ
て
、
先
日
、
全
職
員
を
対
象
に
職
員

研
修
を
行
い
ま
し
た
。
福
岡
県
篠
栗
町
・

南
平
院
第
二
十
三
霜
林
覚
乗
（
は
や
し
か

く
じ
ょ
う
）
住
職
の
「
お
か
げ
さ
ま
」
と

い
う
話
を
、
ビ
デ
オ
で
1
時
間
余
鑑
賞
い

た
し
ま
し
た
。

　
内
容
は
、
人
の
心
の
豊
か
さ
を
訴
え
、

現
在
の
す
さ
ぶ
れ
た
世
相
に
照
準
を
合
わ

せ
、
解
決
の
道
は
豊
か
な
心
の
持
ち
方
な

ん
だ
と
い
う
も
の
で
し
た
。
今
後
、
職
員

が
今
ま
で
以
上
に
寛
大
な
心
を
も
ち
、
組

合
員
の
賦
課
金
に
立
脚
し
て
の
立
場
で
生

か
さ
れ
て
お
る
認
識
の
高
揚
に
つ
な
が
る

こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
最
後
に
こ
の
1
年
間
、
組
合
員
御
一
同

様
の
御
多
幸
を
祈
念
し
、
所
是
「
誠
実
・

信
頼
・
和
」
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
全
霊

を
傾
注
し
て
組
織
の
た
め
に
刻
苦
勉
励
あ

る
の
み
と
役
職
員
一
丸
と
な
り
、
遭
進
ず

る
所
存
で
あ
る
こ
と
を
申
し
添
え
年
頭
の

詞
と
い
た
し
ま
す
。
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事
業
実
施
地
区
先
進
地
視
察

　
～
将
来
の
農
業
経
営
を
模
索
～

　
1
0
月
2
5
日
・
2
6
日
、
石
川
県
能
美
市
な

ら
び
に
福
井
県
坂
井
市
を
会
場
に
、
　
「
事

業
実
施
地
区
先
進
地
視
察
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
石
川
県
能
美
市
で
は
、
米
・
地
域
・
人

づ
く
り
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
1
戸
1
法
人
の

経
営
に
取
り
組
み
、
第
3
5
回
日
本
農
業
賞

を
受
賞
し
た
「
農
事
組
合
法
人
・
和
多
農

産
」
を
、
福
井
県
坂
井
市
で
は
、
ほ
場
整

備
事
業
を
契
機
に
営
農
組
織
化
を
図
り
、

平
成
1
8
年
度
農
用
地
等
集
団
化
優
良
地
区

農
林
水
産
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
た
「
県
営

ほ
場
整
備
事
業
坂
井
兵
庫
地
区
・
坂
井
上

兵
庫
営
農
組
合
」
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
視
察
に
参
加
し
た
関
係
者
よ
り
活
発
な

質
問
が
出
る
な
か
、
和
多
農
産
か
ら
は
「
行

政
や
J
A
の
指
導
に
頼
り
過
ぎ
ず
・
委
ね

ず
、
農
民
と
し
て
信
念
が
必
要
で
あ
る
こ

と
」
「
農
家
は
生
産
者
の
顔
を
売
っ
て
，
販

売
す
る
努
力
　
を
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
」

ま
た
、
坂
井
上
兵
庫
営
農
組
合
か
ら
は
「
ベ

テ
ラ
ン
の
意
見
よ
り
も
若
手
（
担
い
手
）

の
意
見
が
反

映
さ
れ
る
地

域
の
雰
囲
気

作
り
が
大
切

で
あ
る
こ
と
」

等
、
現
在
に

至
る
苦
労
話

等
も
織
り
交

ぜ
な
が
ら
、

講
師
の
方
々

▲作業工程の説明を受ける（和多農産）

よ
り
貴
重
な

ご
説
明
を
い

た
だ
き
ま
し

た
。　

本
視
察
を

契
機
に
、
当

改
良
区
管
内

に
お
け
る
生

産
組
織
が
、

今
後
ど
の
よ

う
に
取
り
組
む
べ
き
か
考
え
さ
せ
ら
れ
る

有
意
義
な
視
察
と
な
り
ま
し
た
。

▲営農組合設立の経緯を聞く（坂井上兵庫地区集会場）

反
転
均
平
工
法
現
地
説
明
会

　
　
　
～
最
新
の
施
工
技
術
～

　
1
1
月
5
日
、
県
営
ほ
場
整
備
事
業
新
道

地
区
（
富
岡
・
大
日
）
を
会
場
に
、
上
越

地
域
振
興
局
農
林
振
興
部
主
催
に
よ
り
、

反
転
均
平
工
法
現
地
説
明
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
行
政
、
土
地
改
良
区
、
建
設

会
社
、
地
元
協
議
会
役
員
等
、
関
係
者
約

60

ｼ
が
参
加
し
、
レ
ー
ザ
ー
プ
ラ
ウ
（
プ

ラ
ウ
ー
1
大
型
の
す
き
）
を
取
り
付
け
た
大

型
ブ
ル
ド
ー

ザ
の
実
演
を

見
学
し
ま
し

た
。　

最
新
の
施

工
技
術
に
、

関
係
者
は
関

心
を
示
し
て

い
ま
し
た
。

蓬
、

・
「
泊

蓬轟

▲反転均平工法の実演状況

総
代
研
修
視
察

　
～
組
合
員
が
求
め
る

　
サ
ー
ビ
ス
に
対
応
す
る
た
め
～

　
1
1
月
1
2
日
・
1
3
日
、
合
併
後
帯
と
な
る

総
代
研
修
視
察
が
、
総
代
、
役
職
員
5
3
名

に
よ
り
、
宮
城
県
の
水
土
里
ネ
ッ
ト
わ
た

り
【
亘
理
土
地
改
良
区
】
の
「
水
管
理
シ

ス
テ
ム
」
、
国
土
里
ネ
ッ
ト
み
や
ぎ
【
宮

城
県
土
地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
】
の

「
G
I
S
・
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
」
に
重

点
を
お
き
実
施
さ
れ
ま
し
た
、
本
研
修
視

察
は
、
4
年
に
1
度
、
総
代
就
任
2
年
目

に
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
水
土
里
ネ
ッ
ト
わ
た
り
は
、
国
営
亘
理
・

山
元
農
業
水
利
事
業
に
よ
り
平
成
1
2
年
度

に
「
水
管
理
シ
ス
テ
ム
」
を
導
入
さ
れ
ま

し
た
。
本
事
業
に
よ
り
事
務
所
建
設
費
の

負
担
軽
減
は
も
と
よ
り
、
本
シ
ス
テ
ム
導

入
に
よ
り
、
無
人
に
よ
る
迅
速
な
用
排
水

調
整
が
可
能
と
な
っ
た
た
め
、
職
員
人
件

費
の
軽
減
が
図
ら
れ
た
先
駆
的
な
土
地
改

良
区
で
す
。
ま
た
、
水
守
里
ネ
ッ
ト
み
や

▲水管理システムを研修する（水物里ネットわたり）

▲GISの活用事例を聞く（水土里ネットみやぎ）

ぎ
は
G
I
S
・
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
に
着

目
し
、
平
成
7
年
度
に
「
土
地
改
良
施
設

管
理
台
帳
シ
ス
テ
ム
」
を
開
発
さ
れ
ま
し

た
。
本
シ
ス
テ
ム
を
土
地
改
良
薄
湿
へ
提

供
す
る
こ
と
で
、
膨
大
な
土
地
改
良
施
設

の
情
報
履
歴
や
事
業
計
画
立
案
の
デ
ジ
タ

ル
管
理
化
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
に
、
宮
城
県
内
の
土
地
改
良
区
に
対

し
て
、
積
極
的
な
支
援
体
制
を
整
備
さ
れ

て
い
る
県
土
連
で
す
。

　
当
関
川
地
区
土
地
改
良
区
連
合
で
管
理

す
る
「
水
管
理
シ
ス
テ
ム
」
は
、
国
営
事

業
と
同
時
に
導
入
さ
れ
役
割
を
果
た
し
て

き
ま
し
た
が
、
昨
今
、
老
朽
化
に
よ
り
更

新
の
時
期
が
待
た
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

当
改
良
区
は
合
併
し
た
こ
と
で
広
域
的
な

施
設
管
理
と
農
地
情
報
管
理
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
本
研
修
視
察
を
通
じ
て
、
さ
ら
に
研
究

を
重
ね
総
代
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
「
組
合

員
が
求
め
る
サ
ー
ビ
ス
」
に
対
応
で
き
る

よ
う
検
討
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
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　　　　　～低コスト農業経営に向けて～

　11月29日、地区組合員の待望であった「県営ほ場整備

事業（担い手織成型）保倉中部地区」の完工により、関係

各位のご出席をいただき竣工式が挙行されました。

　本事業により、農用地の集積、農作物のコスト低減、担

い手育成の確保とともに生産基盤の確立と耕地の汎用化を

図ることができます。また、地区組合員にとって、昨今の

めまぐるしく変化する農業情勢に対応できる足腰の強い低

コスト農業経営が可能となりました。

事業費：2，675，000千円

事業内容：区画整理工186ha　暗渠排水工145ha

区画形状：1ha区画割　パイプかんがい方式ほか

事業年度：平成8年度～平成16年度

▲保倉中部地区航空写真

▲竣工式を迎え喜ぶ関係者 ▲祝辞を述べる木浦市長

「＝霜，
　
1
1
月
2
2
日
、
上
越
市
立
上
雲
寺
小
学

校
（
八
島
幹
雄
校
長
）
の
4
年
生
児
童

13

ｼ
が
、
当
改
良
区
会
議
室
に
お
い
て

中
江
用
水
の
歴
史
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。　

上
雲
寺
小
学
校
の
周
辺
は
、
田
ん
ぼ

に
囲
ま
れ
て
お
り
、
　
「
こ
の
田
ん
ぼ
の

水
は
ど
こ
か
ら
流
れ
て
く
る
の
か
？
」

と
い
う
身
近
な
疑
問
か
ら
、
田
ん
ぼ
を

辿
っ
て
い
く
と
、
中
江
用
水
だ
と
い
う

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
今
回
、
当
改

良
区
を
訪
問
し
て
、
中
江
用
水
の
歴
史

や
櫛
池
川
サ
イ
フ
ォ
ン
、
ほ
場
整
備
事

業
に
よ
り
造
成
さ
れ
た
揚
水
機
場
な
ど

の
学
習
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
改
良
区
職
員
に
わ
か
ら
な
い
こ
と

を
し
っ
か
り
と
質
問
す
る
姿
が
、
印
象

的
で
し
た
。
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　12月14日、新潟県議員会館・応接室を会場に

県営ほ場整備事業の早期完了を求める陳情が行

われました。

　当日は、関川水系土地改良区・三和村土地改

良区・和田土地改良区理事長の他、上越地域の

県営ほ場整備事業地区代表者等を含む計20名にて、

三富県議会議員（新潟県土地改良事業団体連合

会長）、上越地域選出の県議会議員5名、小林

農地部長、諏佐農地整備課長、重野JA新潟中央

会専務理事に陳情書を渡し、上越地域において

実施されている県営ほ場整備事業の早期完了を

求めました。

　中越沖地震の影響による災害復旧費で、新潟

　　　　　　　　　　　　　　　　　　獲

県の財政事情が厳しいことは理解していますが、

米価の引き下げ等で、当改良区管内の組合員も

苦しい農業経営を余儀なくされているのも事実

です。低コストの農業経営実現のためにも基盤

となる大型ほ場が1日も早く完工することが、

組合員の希望ですので、当改良区としては毎月

陳情を重ねているところです。

　今後も「早期完

了に向けて」全力

を挙げて強力に陳

情活動を行う予定
です。

▲陳情の様子
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○噛んだ砂利の除去方法

～第2回・給水檎②～
　給水栓のハンドルを閉める時‘ガリガリ’という砂利が噛んだような

感触を経験したことはありませんか？給水栓のハンドルを回そうとした

時に給水栓本体がいつもと違う方向を向いていたことはありませんか？

　そのような現象が起きた場合は、以下のように操作すると簡単に問題

を解決出来るかもしれません。使用方法を間違え、誤って破損しないた

めの‘コヅですのでぜひお試し下さい。

　給水栓のハンドルを閉める時’ガリガリ’という感

触がした場合は砂利が噛んでいる可能性があります。

そのような場合、力任せでハンドルを閉めると弁体と

呼ばれる止水フタにくぼみが出来、砂利が除去された

後もくぼみ（隙間）から水が漏れる場合があります。

砂利が噛んだ感触がした場合は、水圏に手を当て、水

圧で抑えきれなくなったら離す、再びく押さえる・離

す〉を繰り返し、水の乱流を利用し、砂利を除去して

下さい。

Q●
砂利が噛んだまま給水栓を閉め
たことによりくぼみができた給
水栓の弁体
（左：自動給水栓　右：手動給水栓）

悪い例（給水日陰向き〉

○給水栓の向きが変わらないようにする方法

　給水栓のハンドルを回そうとした時に給水栓本体がいつ

も違う方向を向いている場合は、水ロ（エルボ）が正面を

向いて（給水栓と向かい合わせ）左側になっている場合が

考えられます。給水栓本体は塩ビ管にネジ込み据付されて

いるため、水守（エルボ）が左側を向いていると水ロから

出る水圧により給水栓本体に「ネジの緩む方向の力」が働

き、給水栓本体の向きを変えてしまいます。特に給水栓ア

タッチメントを使用し、苗箱洗い等をした後は同様の報告

が多くありますので注意して下さい。水ロ（エルボ）は基

本的に下向きもしくは右向きにすることを推奨します。

良い例（給水ロ右向き） 良い例（給水日下向き）

※以下のほ場設備は個人財産であるとの観点からメンテナンス等にかかる経費は個人負担となりますのでご理解願います。

丁給水栓（センサー含む）　2田区排水枡　3暗渠排水管（水閲弁含む）

※上記の方法で、解決できないときは、揚水機場稼動スケジュールに記載の管轄担当課までお問い合わせ下さい。

阯

ρ
レ

い「
．ご＿「’ 優 ●・　’…

　交換分合とは細分・分散している農用地を、区画、形状、状態を変えずに所有権等の権利を地域ぐるみで交

換することによって、広く使いやすい農用地にまとめる（集団化する）事業です。

　併せて行う交換分合附帯農道整備等とは、交換分合を行うのに必要な土地条件を平準化することにより、交

換分合の実施を推進する事業で、具体的には、農道整備や暗渠排水等の簡易な整備が行えます。

　当丸橋地区は、県営ほ場整備事業重川地区に隣接する4．4haと同事業上千原地区の一部1haの合計5．4haの区

域で、条件整備と集団化を図り、平成20年度の完了を目標に実施します。

交換関口福矯地区　　’

∬聾

　　。一．r蜘∫議ド

　　　　　餓齢

▲交換分合r福橋地区一位置図

　　　　　湾一＼

事業費負担割合 単位：千円

事業費　　　　　　　　　　　　　　事業費負担内訳　　　　　　　　1
年度

交換分合費附帯工事費i　計　　赤土補助金県補助金 市補助金地元負担金 計　i

．平成19年度 880　…　　4．000　　　　4．880　　　　2．684　　　　　288 488　　1．420 4B80

i平成20年度．　　398　．　7．000　　7．398　　4．068　　　389 73912202 7，398

合計　　　1，278　11．000　12．278　　6．752　　　677 1、227　　3．622 12278

補助率
交換分合費1附帯工事費

国

県

　　単位％　全体事業内容
　　　　　　交換分合（ソフト事業）
55　　　55　　交換分合附帯農道等整備（ハード事業）

10　　　　5

　市　　　　　10　　　10i

地兀負担　　　25　　　301

作業1．0式

暗渠排水工3．8ha

排水路工150m

簡易整地工0．51ha

畦畔工75m
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～農業用水水源地域の保全に向けて～

　良質な農業用水の安定的な供給と国土の保全並び

に京都議定書森林吸収目標達成に向けて森林整備の

強力な推進が不可欠です。

　農業用水と水源林に係る理解を深める活動等のソ

フト対策「農業用水水源地域保全対策事業（ソフト

事業）」に、平成19年度より取り組むこととなりま

した。

事業内容

普及促進対策（農村振興局事業）

○農業用水と水源林に係る理解を深める活動等の実

　施

○事業主体：土地改良区・都道府県土連・市町村

○補助率：定額
事業期間：平成19年度～平成21年度

全体事業費：8，600千円

協議組織体制

　関川水系土地改良区理事会　　　　　　　　　；

鰹伽［翻灘
普及促進活動の目標

①良質な農業用水の安定的な供給

②国土の保全並びに京都議定書森林吸収目標達成に

　向けて森林整備の必要性

③水源地域を取り巻く現状や課題を幅広く地域住民

　等からも理解を深めてもらうことを目標とする

事業スケジュール

H19年度・流域マップ（地形模型作成）

H20年度・パンフレット（折込チラシ）作成・配布

　　　　・啓発グッズ作成・配布

　　　　・農業用水水源林現地学習会

H21年度・パンフレット（折込チラシ）作成・配布

　　　　・啓発グッズ配布

　　　　・農業用水水源林現地学習会

関川水系土地改良区事務局

21世紀創造運動班

上越地域振興局農林振興部

関川地区土地改良区連合

東北電力（株）

普及促進対策　（ソフト事業）
○農業用水と水源林の関わりについて、理解を深めることや水源林により1函養された農業用水の有効利用を図

　ることを都道府県が策定する基本計画に基づいて普及促進する事業です。

　　　　　　　　　　　普及促進活動についての協議組織の設置・体制づくり

！パンフレ・ト、事例集等の澱

痴…　　　…黶c……～　｛

臨類讐

広報活動、シンポジウム、体験学習会等の開催

¢葭葺鐡羅騨1
㍉「　＿い、、＿＿P＿＿．　、、、r＿　　、、、　、P．　、　評

，
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　普及活動に必要な調査、釜画調整、言蘇「
＿＿＿　＿鵬周　＿＿順＿＿＿　　＿＿＿、、＿＿＿．嚇紳甑卿嘔柵、陣＿．＿～、．～＿鴨～＿＿鴨＿＿囎＿＾＿、聲り＿．＿、兎甲ノ



塑鍵田総計

施　設 苗代用水 代掻用水　　　　　　　　　　　　　備　　　考

中江幹線用水路 4月1日

　　　　　　　…12月の役員会で決定し、総代・町内会長に文書にて連絡、集落5月4日　　　　　は町内会長により全戸回覧（12月末）

上江幹線用水路
ﾖ川右岸幹線用水路

常時通水

　　　　　　　　幹線水路に関係する集落すべての町内会長により全戸回覧（15月1日　　　　・月中旬）

大道子安幹線用水路…　　　　　　　　　1 4月10日

　　　　　　　一2月の役員会で決定し、総代・町内会長に文書にて連絡、集落5月8日　　　　…は町内会長により全戸回覧（12月末）

　　　　　　　　　1
詹ﾗ中江幹線用水路　　　　　4月3日　　　　　　　　　1

　　5月5日～　　　…2月上旬連絡会議に於いて決定し、連絡員が各組合員に回覧し
Rつの区間に分けて取水…て通知

　　　　　　　　　E
Q　賀　用　水　路．　　　4月10日 5月1～10日 参賀用水協議会で、決定する

青　　　野　　　池　　　　　　　　　1

ｪ　沢　頭　首　工E　　　な　し

ｼ　柄　頭　首　工

5月5日 地区ごとの運営委員会で決定し、各組合員へ通知（3月中）

＝高等膜＝皇．・・．　．▼一

稼動曜日
揚水機国名

月 火 水 木 金 土　　日
管轄

第1号揚水機場 ○ ○ 0 管理課
東　中　島地　区

第2号揚水機場 ○ ○ ○ 〃

第1号揚水機場 ○ ○ ○ ○ 〃

上千原地　区 第2号揚水機場 ○ ○ ○ ○ 〃

第1号揚水機場 ○ ○ ○ 10 〃

重　川　地　　区 第2号揚水機場 ○ ○　○ ○ 〃

第3号揚水機場 ○ ○
i

OiO 〃

第1号揚水機場 ○ ○ ○　○ 〃

重川上流地区 第2号揚水機場 ○ ○．○
10

〃

第1号揚水機場 ○ OIO ○ 整備課

中江北部第1地区 第2号揚水機場 ○ ○ OiO 〃

第3号揚水機場 ○ ○ ○　○ 〃

第1号揚水機場 ○ OI OlO 〃

第2号揚水機場 ○ ○　○ ○ 〃

中江北部第2地区
第3号揚水機場 ○ 0 ○；○ 〃

第4号揚水機場 ○ ○　○ ○ 〃

第5号揚水機場 ○ ○ ○… ○ 〃

第6号揚水機場 0 ○ ○ ○ 〃

津有南部第1地区 揚　水　機　場 ○ ○ ○ ○ 〃

第1号揚水機場 自然水かんがい計画中 〃

津有南部第2地区 第2号揚水機場 ○ ○　○
iO

〃

第3号揚水機場 ○ ○ ○・○ 〃

第1号揚水機場 ○
OI

○ 10 〃

第2号揚水機場 ○ ○ ○ ○ 〃

上江保倉地区 第3号揚水機場 0 ○ ○ ：○ 〃

第4号揚水機場 ○ ○ ○　○ 〃

第5号揚水機場 ○ ○ ○ 10 〃

第1号揚水機場 ○ ○ ○　○ 〃

板倉西部地区 第2号揚水機場 ○ ○ 1
○．○ 〃

第1号揚水機場 ○ ○　○ ○ 〃

三和西部地区 第2号揚水機場 0 OIO ○ 〃

第3号揚水機場 ○ ○ ○　○ 〃

第1号揚水機場 ○ ○　○ ○…　〃

第2号揚水機場 ○ ○ OiO　　〃
三和南部地区 第3号揚水機場 ○ ○ ○　○ 〃

第4号揚水機場 ○ ○ ○　○ 〃

高士西部地区 揚　水　機　場 10 ○ … ○；○：　〃

月 会議・行事内容 備　考

1月

役員工事委員会

c農換地委員会

R　地　委　員　会

@　　”

юi連営委員一

юi協議会役員会

津有南部第2地区

@　　〃

@ヒ江保倉地区

�a西部地区

V道地区

「
2
月

担当理事会議

ｳ副理事長r算査定

�ﾚ換地委員会

g水機場運営委員会

@　　「「

@　　FF

@　　F「

c農換地委員会

ｷ　地　委　員　会

@　　「「

g水機場運営委員会

A　絡　員　会　一

ｪ首工打合会議

ｧ営中江用水会議

ｳ副理事長

@　　〃

@　　〃

�a西部地区

xa南部地区

nm西部地区

熬J地区ほか

V道地区

ﾖ係町内

3月
第　5回理事会

ﾊ　常　総　代　会

理事

国

※保倉中部地区、保倉西部第1地区の揚水機場については、それぞれが異なる水源（一級河川ならびに

溜め池）からの取水により稼動しているため、揚水機場の稼動曜日は取り決めをしておりません。

※稼動予定曜日は、代掻用水終了の「管理用水（普通かんがい用水）」限定となります。
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　　　　　　　　　　　　一＿≠　乏：廊身二八七二・二＿＿＿＿＿一＿一＿

　当改良区で1よ安全便利なロ座振替契約を推奨していますので、

ご希望の方は、当改良区総務課までお問い合わせ下さい。

　ロ座振替可能な金融機関は次のとおりです。

捲ざ醸馨捲塗塗鰐『il『蓼攣

聖　 毛
菱
ざ

えちこ上越農業協同組合　新井信用金庫
第四銀行　　　　　　　　　郵便局

　　　　　　　　　　r　　　　　　　　　　睾　　　　　　　　　　　　　舌　　ゴ　　菅　　　　　‘　　妄　　ゴ　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　参　　　　　　　　　　手

ぎな　　　ノ　ザ　　ゴ　あ　お　　も　　　ホ　　　　　

ぐ歪三でどミ章弘＿乏∫ぎ
　　ぎ　チち　　　　　　　　　　　　ヂ　ぢギ　　　　　　　タ　　　　　　　　　　らヰ

時5；慨∴婁葦㍉庭」紅蚕繋蓬、

瓠裏霧蓬ぎ費ぎ≧二叢藁藝き
　農業委員会に届出済、あるいは登記が完了したので、当

改良区の土地原簿も必然的に訂正されるとお考えの方も多

いようですが、土地改良四丁43条第1項の資格得喪の通知

義務により、組合員の皆様からの届出がない限り、変更前

の状態で賦課されることになりますので、ご注垂下さい。

　農地の権i利関係に、下記のような移動があった場合は、

総務課まで必ずお届け下さい。

○農地権利を移動したとき（売買、交換、賃貸借等）

○農業者年金を受給しようとするとき（経営移譲）

○組合員か亡くなられたとき

○組合員か住所・ロ座・名義を変更したとき
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○地区除外申請と決済金が必要！

　当改良区管内で公共事業用地（道路、河川等）として、

　農地を売渡、寄付した場合でも土地改良法面42条第2

　項により、地区除外申請と決済金の納入が必要です。

○決済金の負担はどちらが…・？

　公共工事の用地買収契約調印の際1よ除タト申請転用

　決済金等の問題も、事業主体と十分な協議をし、土地

　改良区への申請をお願い致します。

0除外申請後は決済金の納入を！

　地区除外の申請後、決済金を納入いただかないと土地

　原簿から面積削除ができないため、従前どおり賦課さ

　れますので、ご注意下さい。

その他言用手続きて、ご不明な点かこさいましたら、

管理課まてお問い合わせ下さい。
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吾．罫 ＝＝：：

　土地改良事業に多大な功績を残したとして、当改良区の齋藤幸一

理事（73）が、11月3日付内閣府発令の平成19年秋の叙勲「旭日

単光章」に輝き、11月9日農林水産省の講堂において伝達されま

した。

　齋藤理事は、昭和58年に旧稲荷中江土地改良区理事に、さらに

平成5年に理事長に就任し、平成18年の合併までの21年にわたり

土地改良事業はもとより正善寺川、大瀬

川の水害防止にも尽力され、農業基盤整

備だけでなく、地域の防災・生活基盤の

確立に大きく貢献してきたことからこの

たびの受章となりました。

　今後も、ますますのご活躍をご祈念申

し上げます。 盤


